
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔期間〕３月３日（火）～４月３日（金） 

〔時間〕午前９時３０分～１６時 

〔ところ〕であいの里 
今年も女性部会と手芸サークルが工

夫をこらして、葛畑土人形、ひな壇か

ざり、吊るし飾り等を展示します。 

 

 

主な事業計画等 
1 月 16 日(金) 

特産品開発研究会 

1 月 21 日(水) 

市自治協議会研修会 八鹿 

1 月 29 日（木）13：30 

女性部会 

１月 随時 各部会開催 

 

主な活動経過等 
12 月 10 日(水)20：00 

文化部会 

12 月 16 日(火)13：00 

手芸サークル 

12 月 17 日(水) 

 第一学院土人形講座 

HP 指導 ﾋﾟｰﾅｯﾂ片山氏 

12 月 18 日（木） 

出合老人会 受入れ 

12 月 19 日（金） 

 特産品企画開発販売委員

会、商品開発研究会 

12 月 24 日(水) 

・特産品開発にかかる打合

11：00 ﾋﾟｰﾅｯﾂ片山氏 

12 月 22.23 日(月.火) 

   25.26 日(木.金) 
 正月用餅搗.赤飯.受渡し 

22 日.朝日新聞取材 

（23 日餅つき新聞掲載） 

1 月 5 日(月)仕事始め 

新年賀詞交換会 

八鹿公民館 会長出席 

1 月 6 日(火) 

3 階水道漏水修理 

1 月 9 日(金) 

・特産品販売促進にかかる

打合 10：00 

ﾋﾟｰﾅｯﾂ片山氏他 

・健康福祉部会長.会長と 

事業打合 9：00 

・加工仕事始 大福.餅つき 

随時 加工品出荷 

但馬蔵.元町マルシェ 

 

 

あけましておめでとうございます 

2015/1/15 №60 

出合校区協議会 

(電話)667－8020 

（Fax）667－8022 

http://www.deaiky

o.com/ 

 

〔と き〕３月２２日（日) 

    午前１０時～ 

〔ところ〕であいの里 
1970 年代から現在までの皆さ

んがよく知っているフォークを

いっしょに歌いましょう。 

未
来
に
つ
な
ぐ 

「
で
あ
い
の
里
」 

 支
え
合
う
地
域
力
で
元
気
、

活
力
を
持
続
し
よ
う
！ 

  

出
合
校
区
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
新
春
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

平
素
か
ら
出
合
校
区
協
議
会
の
活 

動
及
び
運
営
に
つ
い
て
、
深
い
ご
理 

解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
内
外
共
に
災
害
の
多
発
、

政
治
、
経
済
が
激
動
す
る
社
会
で
あ

り
ま
し
た
。
特
に
人
口
の
都
市
集
中
、

非
正
規
雇
用
の
増
加
、
地
方
の
産
業

の
衰
退
、
人
口
減
少
な
ど
格
差
が
広

が
り
社
会
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

本
年
は
、
地
方
に
も
こ
の
様
な
重

要
課
題
が
一
歩
、
一
歩
確
実
に
改
善 

 

さ
れ
る
こ
と
を 

切
望
す
る
も
の
で

す
。 さ

て
、
出
合
校
区
協
議
会
は
設
立

以
来
五
周
年
を
迎
え
、
ふ
る
さ
と
出

合
校
区
の
自
立
に
向
け
た
取
り
組
み

が
会
員
皆
様
の
ご
尽
力
で
若
芽
を
だ

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
交
流
活
動
で
は
、 

ふ
れ
あ
い
市
場
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
、 

ひ
な
ま
つ
り
、
各
部
の
イ
ベ
ン
ト
行 

事
に
校
区
民
や
地
域
内
外
の
参
加
者 

が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

地
域
の
特
産
物
を
生
か
し
た
６
次

産
業
化
で
は
、
漬
物
、
餅
製
品
、
さ

ん
し
ょ
大
福
の
菓
子
製
造
な
ど
、
校

区
内
外
に
需
要
の
輪
が
広
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
阪
神

間
に
販
路
を
拡
大
し
、
消
費
者
に
も

好
評
で
本
年
は
地
元
原
材
料
の
調
達

の
た
め
生
産
農
家
の
組
織
化
が
課
題

で
す
。 

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、
小
規 

模
集
落
で
は
支
え
合
う
福
祉
力
が
課

題
で
す
。
で
あ
い
の
里
を
拠
点
に
ふ 

 

轟
高
原
（
野
菜
産
地
）
中
山
間
の
農 

林
基
盤
、
清
流
出
合
川
、
八
木
川
、

国
指
定
文
化
財
（
葛
畑
農
村
歌
舞
伎

舞
台
）
等
。 

 
 

生
活
イ
ン
フ
ラ
で
は
、
北
近
畿
自 

動
車
道
、
国
、
県
、
市
道
、
出
合
診

療
所
、
出
合
幼
児
セ
ン
タ
ー
、
ス
ノ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
兵
庫
県
河
川
水
位
モ
ニ
タ
ー
、

旧
出
合
小
学
校
活
用
な
ど
地
域
で
未

来
に
守
り
継
が
ね
ば
な
ら
な
い
大
切

な
社
会
資
本
や
生
活
基
盤
で
す
。 

こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
（
出
合
校

区
）
に
必
要
な
も
の
、
ま
た
力
を
合

わ
せ
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
こ
と
は

何
か
、
支
え
合
う
地
域
力
で
元
気
と

活
力
が
持
続
す
る
社
会
や
暮
ら
し
の

確
立
に
向
け
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
考
え
行
動
し
、
果
実
の
種
が

播
か
れ
育
つ
こ
と
を
念
じ
る
も
の
で

す
。 本

年
も
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
ご

活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
ご
意
見
や
ご
指
導
ご
協
力
を
戴

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
た

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

出
合
校
区
協
議
会 

会 

長 
 

栃
本 

茂
良 

 
 
 
 

 

 

れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
合
同
開
催
に
よ

り
、
区
の
垣
根
を
越
え
て
集
う
交
流

の
輪
が
広
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

情
報
発
信
で
は
、「
広
報
で
あ
い
の

里
」
の
定
期
発
行
の
ほ
か
、
出
合
校

区
協
議
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
開
設
に
よ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
都
会
に

で
た
子
供
さ
ん
や
孫
の
皆
さ
ん
に
ふ

る
さ
と
の
出
来
事
、
風
景
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
都
会
と
の
交
流
の

窓
口
が
広
が
り
ま
し
た
。 

「
未
来
に
つ
な
ぐ
で
あ
い
の
里
」 

は
、
本
年
の
目
標
で
あ
り
挑
戦
で
あ

り
ま
す
。
昨
年
の
校
区
民
全
世
帯
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
最
近
不
安
に
感
じ

る
う
ち
最
も
関
心
の
高
い
こ
と
と
し

て
、
１
．
異
常
気
象 

２
．
健
康 

３
．

高
齢
化 

４
．
老
後
の
生
活 

５
．
地

域
の
衰
退 

６
．
風
水
害
の
順
で
し

た
。 こ

れ
ら
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と

は
個
人
、
区
、
校
区
、
市
、
県
、
国

な
ど
其
々
の
機
関
が
相
互
に
連
携

し
、
課
題
の
克
服
に
更
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

幸
い
出
合
校
区
に
は
、
様
々
な
固

有
の
資
源
が
今
日
ま
で
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
。
県
下
最
高
峰
の
氷
ノ
山
、

東
鉢
伏
高
原
（
ス
キ
ー
場
、
棚
田
）、 

                                                
   

 

 

 

          心を寄せあい稲藁編む 

養父市無形民俗文化財 安井の大草履つくりぞめ 

 

 

安井区 

正月行事紹介 

 

〔と き〕３月２９日（日) 
行先等は検討中です。 

次号で案内し募集します。 

お楽しみに！！ 
（昨年は姫路城内と周辺等を散策しました。）

予 告 

 

予 告 

 

祀

 

  正月用もちつき.赤飯づくり  〔すずめの学校〕 
年末に、約３０戸から６６うすの注文をうけて、12 月 22 日. 

.25 日.26 日の３日間、もちつき、赤飯づくりをしました。 

機械導入後、今年で３年目となり手際もよくなりました。 

トチもち、アワもち、ヨモギもち、また、それぞれの家庭に応

じたサイズの鏡もちも まずまず上手く仕上がりました。 

節分や節句のもち、お祝い事や仏事には各種あんも

ち.さんしょ大福をどうぞご利用ください！！ 
 

  

http://www.deaikyo.com/
http://www.deaikyo.com/

